2014年度　カレッジディプロマコース選考試験課題
ピアノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１）自由曲１曲を演奏する。
※暗譜のこと。

　２）面接
管楽器　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（フルート、オーボエ、クラリネット、ファゴット、サクソフォーン、ホルン、
トランペット、トロンボーン、バス・トロンボーン、ユーフォニアム、テューバ）
　　

１）自由曲１曲を演奏する。
　※楽譜は見てもよい。
　２）面接
弦楽器　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（ヴァイオリン、ヴィオラ、チェロ、コントラバス、ハープ）
１）実技　※伴奏はなし。途中で切ることもある。

　　ヴァイオリン　※いずれも暗譜で演奏すること。

（1）C.Flesh：Scale SystemよりC dur №5を冒頭から９小節を演奏する。

※テンポ＝　69前後で演奏すること。

※ボウイングとフィンガリングは譜面どおり。

※Carl Fischer版もしくはRies & Erler / Berlin 版を使用すること。

（2）任意の独奏曲１曲を演奏する。

※エチュード、自作曲は除く。　　　

ヴィオラ        ※楽譜は見てもよい。

（1）音階：譜例（Ｐ.21参照）の通り音階を演奏する。

※任意の速度で演奏すること。

（2）任意の独奏曲、または練習曲１曲を演奏する。

チェロ　　　　※楽譜は見てもよい。

（1）音階：譜例（Ｐ.21参照）の通り音階を演奏する。

※任意の速度で演奏すること。

（2）任意の独奏曲、または練習曲１曲を演奏する。

コントラバス　※楽譜は見てもよい。

（1）音階：譜例（Ｐ.21参照）に従い、ホ長調、ヘ長調、ト長調より当日、本学が指定する
音階を１つ演奏する。

※譜例のリズム型で演奏し、２オクターブ演奏すること。任意の速度で演奏すること。

（2）任意の独奏曲、または練習曲１曲を演奏する。

ハープ　
　※いずれも暗譜で演奏すること。繰り返しはしないこと。

（1）H.F.OdellのBook 1よりTechnical Exercises 25を演奏する。

（全音楽譜出版社　オデル　マンドリン教則本１　P.86）　　※奏法は自由　

（2）R.CalaceのOp.64“Carillon Gavotta”または、任意の独奏曲１曲を演奏する。
　
２）面接
打楽器　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（マリンバ、小太鼓）
　１）自由曲1曲を演奏する。

※楽譜は見てもよい。
　２）面接
邦楽器　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　箏

１）自由曲1曲を演奏する。ただし、唄を伴う楽曲である事とする。
※暗譜のこと。
　　２）面接
三味線

１）初代　杵屋六翁「緑の松」（前弾き）を演奏する。
※暗譜のこと。
２）面接

尺八

　　１）一尺八寸管（D管）を使用し、以下3曲を演奏のこと。流派は問わない。※楽譜は見てもよい。
　　　　①諸井誠「竹籟五章」より第一章（芬陀）を冒頭のみ演奏する。

　　　　②吉沢検校「千鳥の曲」前弾合奏部を演奏する。

　　　　③任意の独奏曲を2分程度で演奏する。
　　２）面接
声楽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　１）自由曲（複数曲可）を演奏する。（5分以内）

　　　※暗譜のこと。
　　　※伴奏者同伴のこと。

　２）面接
演劇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１）5分以内の自由演技を行う。（例：パントマイム、任意の台本等を読む、その他自由演技）
　　※服装：自由。

２）面接

作曲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
１）自作品の楽譜コピーを1作品提出すること。形式、編成は自由（編曲作品は除く）。
　２）口頭試問
映像音楽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1） 出願時にコンピュータ又はシンセサイザー等により本人が制作した楽曲をオーディオCD（CD-DA）に録音して提出する。

　※曲は、オリジナル、編曲いずれでもよい。
　※曲の長さは7分以内とする。

　※提出作品には受験者の氏名・曲名を、編曲の場合は原曲の曲名、作曲者名を明記すること。

　２）口頭試問
　※任意の楽器演奏は実施しない。
電子オルガン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１）任意の独奏曲1曲を演奏する。

※試験場での使用機種は、YAMAHA  ELS-01C、ELS-01X、 EL-900ｍ、Roland（AT-80S）。
※レジストレーションは自由。ただし、試験場でのレジストレーション設定は出来ないので、
あらかじめUSBフラッシュメモリー、フロッピーディスクなどで用意すること。

※MDRの使用範囲は演奏データを含まないものとする。

※すべて暗譜のこと。
　　　　ヤマハ音楽能力検定制度　エレクトーン演奏グレード4級取得者は実技試験が免除されます。
　　　　※上記のグレード4級取得者は、出願時に合格証書のコピーを同封してください。
　２）副科ピアノ実技
　　　任意の独奏曲1曲を演奏する。

　　　※楽譜は見てもよい。繰り返しはしないこと。

　３）面接
ジャズ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（ピアノ、ドラム、ベース、ギター、サクソフォーン、トランペット、
トロンボーン、ヴォーカル）
　
１）自由曲1曲を演奏すること。
　　　ジャズ・スタンダードの中から、任意の１曲を選択し、受験者が用意したマイナスワンテープ
（カセット、MD、CDのいずれか）をバックに演奏する。
　２）面接
*********************************************************************************
＊演奏は途中で切ることがあります。
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